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新渡戸が、 の中で繰り返し説く「高い身分に伴う義務 （ 」とはBushido 」 ）noblesse oblige
ノ ブ レ ス ・ オ ブ リ ー ジ ユ


























































































































『サントスの御作業の内抜書 といった聖人伝をはじめ 『イミタテ』 、（1591 年、加津佐刊）
ィオ・クリスティ （＝キリストに倣いて）の翻訳であるローマ字本『コンテImitatio Christi』
ンツス・ムンヂ 、国字本『こんてむつすむん地――世をいとひゼス・』（1596 年、天草刊）
（1610 年、京都刊 （＝「罪人の導き 。キリシトをまなび奉るの経 『ぎやどぺかどる
21





























































































































この一節は、すなわち「堤宇子 （デウス＝神）が、人間の心は「アニマ ラシヨナル」」 -













































































































































2 たとえば桜井鴎村によって が最初に邦訳された1908（明治 41）年に先立つ、1894（明Bushido
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摘している （ 旧約としての武士道――新渡戸稲造と内村鑑三 『キリスト教をめぐる近代日本。「 」
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16 チースリク「キリシタン宗教文学の霊性 『キリシタン教理書 、480-492 頁。なお、チースリ」 』
ク氏はそこで『丸血留の道』を例に挙げて論じている。


























28 佐藤訳『武士道 、70頁 （ ）括弧内は狭間による補足。』 。
...... the most cogent precept in the code of the29 矢内原訳『武士道 、41頁。 なお、原文では 「』 、
samurai Inazo Nitobé, , 10th rev.,」（ Bushido : the soul of Japan, an exposition of Japanese thought
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